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図 1 直流磁化の温度依存 図2 非線形磁化率 (三次高調波成分)
非線形磁化率x'(2)は厳密には高次の高調波成分の影響も考慮しなければならな
































































0 20 40TlK]60 80 too
図7 磁場中冷却磁化 M FCの磁場依存
下において詳細に測定したところH<lGの磁場においては図7のように ZTc2以下で
磁化が増加する傾向が観測された｡これは､Bi2Sr2CaCu208セラミックス7)で見ら
れた常磁性マイスナ｣効果と同様の現象で TC2がグレイン間の,t接合ネットワーク
による自発的なオーピタル電流に起因することを示唆する｡これはカイラルグラス
転移を支持する現象であり､現在エイジング現象等の検証実験を進めている｡
4まとめ
YBa2Cu307･bセラミックスの試料でのグレイン間グラス転移について磁気測定
を行い､二段階転移の低温転移点 TTC2において非線形磁化率の発散､線形交流磁化
率のスケーリング則の成立および常磁性マイスナー効果を兄いだした｡これらの結
果は､d波超伝導セラミックスでのカイラルグラス転移を強く支持している0
本研究は､徳島大総合科学部の長野奈津代､小山晋之､水野清と九州工業大工学
部の安仲美代子､下田直成､馬場崎智宏､野田浩司､高木精志との共同研究である｡
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